
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ １ 年 ６ 月 １ ３ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏楽：千田祥子

黙 祷 一 同

讃 美※ 聖 歌 4 9 7 「 輝 く 日 を 仰 ぐ 時 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 聖 歌 4 0 2 「 丘 に 立 て る 」 一 同

教会 学 校 紙 芝 居 「 家 に 帰 ろ う 」 牧 師

讃 美 聖 歌 2 9 4 「 静 か に 待 て 」 一 同

聖書 朗 読 エズラ1:1-4

奨 励 エズラ記の福音（第1回） 牧 師

主 題 「約束を果たす神様」

讃 美 聖 歌 3 3 6 「 い か に 恐 る べ き 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 聖 歌 3 7 8 「 栄 あ れ や 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 エズラ記第 2 章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《 今 週 の歩 み 》
６ /13(日 )聖 日 礼 拝

/14(月 )
/15(火 )
/16(水 )8:30OBS ﾁｬﾍﾟﾙ
/ 17(木 )10:00聖 研
/18(金 )
/19(土 )13:子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの 課 題》
① コロ ナ 禍の 速 やか な 終息 の た めに
② 礼拝 に 来れ な かっ た 人々 の た めに
③ 教会 学 校の 子 供た ち も救 わ れ ます よ うに

参 考 資 料 「 キ ュ ロ スの円筒型碑文 」
（ 「 ウ ィ キ ペ デ ィ ア 」 よ り ）

キ ュ ロ ス ・ シ リ ン ダ ー （ Cyrus Cylinder 、 キ ュ ロ ス
の 円 筒 型 碑 文 ） は 、 ア ケ メ ネ ス 朝 ペ ル シ ア の キ ュ

ロ ス 大 王 の 功 績 を 称 え る 文 章 が 印 刻 さ れ た 古

代 の 遺 物 。 現 在 、 ロ ン ド ン の 大 英 博 物 館 に 所 蔵

さ れ て い る 。 1879年にホルムズド ・ ラ ッサムがバビ ロ

ンの マ ル ド ゥ ク 神 殿 を 発 掘 し た と き に 発 見 し た 断

片で 、 3 5行 か ら な る ア ッ カ ド 語 の 刻文が記 さ れ て

いた 。 これに続 く 36行目から 45行目までを イェー ル

大学が所蔵しているこ とが後に明 らか にな った 。

《 内 容 》 （ 22.5x10cm、 B.C.539-530 頃 ）
刻文 の内 容は 、 ま ず バ ビ ロ ニ ア 王 （ ナ ボ ニ ド ゥ ス ） が マ ル ド ゥ ク 神 に 罪 を得 た こ と

を 述 べ 、 怒 っ た マ ル ド ゥ ク 神 が ア ン シ ャ ン 王 で あ っ た キ ュ ロ ス に 世 界 の 王 と し て の

地 位 を 与 え た と 記 す 。 キ ュ ロ ス は マ ル ド ゥ ク 神 の 命 令 に よ っ て 諸 国 を 征 服 し 、 バ ビ

ロ ン に 無 血 入 城 し た ( 1 - 1 9行 ) 。 つ い で キ ュ ロ ス の 一 人 称 に よ る 記 述 に な り 、 キ ュ ロ

ス は テ イ ス ペ ス の 子 孫 た る 自 分 の 家 系 を 記 す 。 キ ュ ロ ス は バ ビ ロ ニ ア の 民 衆 に 安

寧 を も た ら す も の で あ る こ と 、 マ ル ド ゥ ク 神 が キ ュ ロ ス と そ の 軍隊 を祝福 し て い る と

述 べ る 。 各 地 の 王 が 貢 ぎ 物 を 持 っ て キ ュ ロ ス を 訪 れ て ひ ざ ま ず い た 。 キ ュ ロ ス は

信 仰 を 奪 わ れ た 各 国 に 対 し て そ の 神 々 の 像 を 返 し 、 ナ ボ ニ ド ゥ ス が バ ビ ロ ン に 連

れ 去 っ た 各 地 の 住 民 を 元 の 国 に 返 し た 。 キ ュ ロ ス は 諸 国 の 人 々 が キ ュ ロ ス と カ ン

ビ ュ セ ス の た め に 祈 る よ う に 命 じ た 。 最 後 に 、 自 分 が 多 く の 生 贄 を さ さ げ 、 ま た バ
ビ ロ ン を 囲 む 城壁 を築 い て い る こ と を 述 べ て い る 。 バ ビ ロ ン の 町 の建 設中 に ア ッ シ
ュ ー ル バニ パルの碑文を発見 し た こ と が記 さ れて い る 。
《 聖 書 との関係 》

キ ュ ロ ス ・ シ リ ン ダ ー の 文章 は 、 そ れ だ け を 読 めば キ ュ ロ ス 2世 に よ る プ ロ パ ガ ン

ダ の 文 章で あ る が 、 旧 約 聖書 の 歴 代誌 下 36章 、 エ ズ ラ 記 の 1章 お よ び 6章 、 イ ザ ヤ

書 44章 に 見 え る 、 キ ュ ロ ス が バ ビ ロ ン 捕 囚 で バ ビ ロ ン に 移 住 さ せ ら れ た 人 々 を 解
放 し 、 神 殿の再建 を許 し た 記事 を裏付 け る も の と し て注目 さ れた 。


